
調整班研究

調整班研究A01「原典」

調整班代表 池田 知久

（１）本研究課題の諸目的を達成するために，本年度は

２回の研究集会を開催した。第１回は５月に東京で開催。

７名の計画研究者と公募研究者が中国・イスラム・日

本・タミル・ヨーロッパなどの各文明（分野）における

原典の状況，原典の研究状況の概略について報告した（池

田知久・井谷鋼造・五味文彦・関口順・高橋孝信・堀池

信夫・松川節）。第２回は１１月に京都で開催。５名の計

画および公募研究者が中国・イスラム・日本などの各文

明（分野）における原典の状況，原典の調査・研究結果

などについて専門的かつ詳細な報告を行い（池田知久・

久保一之・五味文彦・堀池信夫・間野英二），それに基

づいて出席者全員が討論を行った。なお，原典班の研究

成果の一端は，各研究者の手で報告書にまとめて印刷さ

れ，ニューズレター『古典学の再構築』に掲載されてい

る。

（２）他の古典諸学との協力・連携を求めて，総括班と

の協力の下，原典班は本年度１回の公開シンポジウムを

開催した。平成１２年３月の２日間，東京で「文明と古典」

を開催。内外から裘錫圭教授（中国，北京大学）などの

著名な学者を招聘して基調講演・パネルディスカッショ

ン・全体討議を行い，原典班からは「原典班研究報告」

を始めとして５名が全体・イスラム・日本・タミル・イ

ンドなどの各文明（分野）における原典の研究について

専門的な報告を行い（池田知久・井谷鋼造・尾上陽介・

高橋孝信・松田和信），それに基づいて出席者の間で若

干の討論を行った。

（３）原典班の各計画研究・公募研究を推進する一助と

して，画像処理・文献印刷の可能な高性能のネットワー

クプリンター，および文献複写用の解像力の高いレン

ズ・三脚などの写真器材を購入した。これらは東京大学

文学部に設置して研究者の共同利用に供した。

（４）原典班の研究を推進するために，東京大学文学部

に設置してあるパソコン数台を利用して，中国関係の新

出資料を始めとする諸原典のデータベースを作成した。

その入力は，基本的に研究代表者・協力者の無償奉仕で

あるが，一部分を学生アルバイト（東京大学大学院生）・

非常勤の嘱託アルバイト（早稲田大学大学院卒）に委嘱

した。また，原典班に関わる諸般の事務を処理するため

に，非常勤の嘱託アルバイト（早稲田大学大学院卒）を

委嘱した。

調整班研究A02「本文批評と解釈」

調整班代表 関根 清三

１．調整班研究「本文批評と解釈」の研究目的は，中国・

インド・イスラエルの諸古典学が結集して，本文批評と

解釈の，新しい理論と実際を提示することである。

２．従来の古典学では，その方法論に潜む価値観（例え

ば近代西欧特有の自然観や人間観など）が古典本文の客

観的な読みを阻害する傾向が少なからずあり，また近年

急速に発達してきたコンピューターの総合的な利用法に

ついて充分な検討がなされて来なかった。

３．本調整班研究，この二点の不備を補い，諸古典本文

固有の論理を客観的に記述する視座を創出すること，ま

たコンピューターを駆使した古典解釈学の標準を確立し，

これを普及させることを目指し，９９年６月に京都で，同

年７月と２０００年２月には東京で，三度にわたる共同研究

会を催し，またその成果をニューズレターに公にした。

またニューズレター第５号は，本調整班が編集にあたり，

企画執筆に当たった。

調整班研究A03「情報処理」

調整班代表 徳永 宗雄

１．京都大学文学部徳永研究室に設置したサーバに，特

定領域研究「古典学再構築」総括班のホームページを開

設し，本特定領域研究の広報活動を支援した。また，総

括班のメーリングリストを開設し，情報交換の場を整備

した。（広報支援活動）

２．世界に先駆けて，古典インド叙事詩『マハーバーラ

タ』のPoona批判校訂版（全２０巻）のデジタル化に成功

した。
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これにより，同叙事詩は，Web browserで閲覧できる

だけでなく，ノートブックPCでも容易に運搬でき，研

究の効率が飛躍的に上昇することが期待される。（同叙

事詩のポータブル化）

３．古典インド文学最高傑作である『シャクンタラー姫

物語』のデジタルテキストを完成した。さらに，そのテ

キストを本特定領域研究サーバ上に設けた ftp site（ftp://

tiger.bun.kyoto-u.ac.jp/pub/mtokunag）に載せ，国内外の

研究者が自由にダウンロードできるようにした。（サン

スクリット文献の電子テキスト化）

４．古典学において世界で初めての試みとなる，『マハ

ーバーラタ』に関するオンラインによる国際共同研究を

企画し，その実施にむけ，共同研究で使用する基礎資料

を整えた。また，文献の出入力方式に詳しい研究分担者

の協力のもとに，XMLないしはSGML言語を用いた基礎

文献資料のデータベース化の可能性を探り，研究成果を

ネット上で公開するGIF，PDF，HTML等の方式につい

ても検討を行った。同時に，同共同研究のコアメンバー

の人選を行い，メーリングリストを開設した。現在，XML

言語の実用化に向けさらに検討を続けている。（データ

ベース作成に関する出入力方式の検討）

コンピュータを用いて古典文献研究を効率的に行うに

は，扱いやすい文字処理体系が不可欠である。しかし，

現状では，各分野によって異なる文字処理体系が独自に

選択あるいは開発され，互換性のないままに運用されて

おり，このことが，古典学諸領域の相互連携を阻害する

大きく原因となっている。この問題を解決するには，研

究者間での文献データ共有を可能ならしめる普遍的なデ

ジタルコード体系の確立が不可欠である。今年度はこの

体系の可能性について検討を行い，その実現に向けて各

種の予備的調査を行った。データベース技術の分野では，

複数の文字コードを扱うことを可能にするプログラムが

登場しつつあるが，これら多様なプログラムを検証する

ことによって，今年度，異なる古典文献を包括する普遍

的デジタル化技術の実現にむけて糸口を掴むことができ

た。

また，近年，コンピュータで扱える各種の漢字処理系

が提供されたことにより，異なる漢字処理体系を橋渡し

をする変換処理システムの必要性が高まっている。

この事実を踏まえ，今年度得られた知見をもとにして，

次年度は以下の実験を行う予定である。

１．モデルとなる数分野を選定し，サンプルデータを用

いて，データの公開・変換等に関するデモンストレーシ

ョンを行う。

２．既存の複数の文字コード体系を可換的ならしめる，

中間的文字コード体系を試作し，相互変換ツール・プロ

グラムと共に公開する。

３．オンラインによる古典学共同研究等を支援するため

に，インターネットを用いた研究者間による文献データ

の交換と共有を容易にする情報サービス技術の開発に取

り組み，その技術の試運用を行う。

なお，上記作業と平行して，文字処理の基礎資料とし

て複数のサンスクリット文献の電子テキストを作成した。

調整班研究A04「古典の世界像」

調整班代表 内山 勝利

平成１１年度は，公募研究による参加者１０名および計画

研究の分担者３名が新たに加わり，当調整班の編成は計

２０名となった。本年度の第１回の会合を６月２６日に京都

において開催し，今後の研究活動の方針などについて意

見交換を行った。席上，調整班研究の目的として，単な

る比較研究のレベルにとどまることなく，真に有効かつ

有意義な総合化・普遍化への方途を確立することが改め

て相互確認された。そして，そのための当面の方針とし

て，第一に，調整班員各自が目下取り組んでいる研究を

披瀝しあい，ディスカッションを重ねることで，各分野

間の相互理解と相互協力による研究進展への寄与の可能

性を探ることで意見の一致を見た。

それを踏まえて，本年度内に３回の研究会を予定する

ものとし，これまでに２回開催され（７月１６日，１２月１９

日），３回目は３月２３日開催が決定している。毎回，分

野を異にする４人の発表者を順次選定し，その発表とそ

れにもとづく討論を行っている。

また，前年度から継続中の取り組みとして，課題レポ

ートの持ち寄りが行われている。これまで，各古典領域

ごとの「学の理念とその内実」および「異文化との関係・

交渉・２課題についての取りまとめがなされた。特に前

者については，そのレポートをもとに，本年度第１回シ

ンポジウムにおいて，「調整班講演／東西古典世界にお

ける学の理念と内実」を行った（「古典学の再構築」第

５号に要旨所掲）。これについても，今後さらに継続し

ていく予定である。また，班員各自の研究成果について

は，それぞれの項を参照されたい。
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調整班研究B01「伝承と受容（世界）」

調整班代表 中務 哲郎

調整班には多彩な分野の方々が参加しているので，ま

ず分野間・研究者相互の理解を深めるため，三名の方に

報告と問題提起をしていただき，それを元に討論を行っ

た。秋山学氏「西洋古典の伝承史における予型論的視点

の影響について」は，旧約聖書の中に新約聖書のキリス

トや後の教会に対する約束預言を見いだす聖書学的な予

型論を，広く相異なる文化伝統の間に応用して，ウェル

ギリウス『牧歌 ４』（生まれくる幼子とキリストの誕生）

およびホメロス『オデュッセイア』（マストに縛り付け

られる英雄と十字架上のキリスト）の例を解釈史・写本

伝承の中で考察した。西村賀子氏「ヨーロッパにおける

古典の伝承」は，ギリシア・ローマの古典がいかにして

保存され伝承されてきたかを，物理的要因・社会的要

因・宗教的要因の三つの側面から説き明かし，紙料の開

発・字体の進化・印刷術と大量生産，これらが古いテク

ストの保存と伝承のためには利害の両面があったことを

指摘した。早島理氏「インド大乗仏教瑜伽行学派におけ

る聖典（アーガマ）継承の研究」は，大蔵経テキストデ

ータベースの作成状況と利用法を説明し，問題点の指摘

（資金，著作権，外字，海外の同様のプロジェクトとの

協力・連繋）に続いて，世俗諦・勝義諦，三性説，盡所

有性，如所有性を手がかりに瑜伽行学派における聖典（ア

ーガマ）継承について所論を展開した。発表後の討論は

基本的な質問から忌憚ない意見まで活発に取り交わされ

て極めて有益であった。

調整班研究B02「伝承と受容（日本）」

調整班代表 木田 章義

調整班研究「伝承と受容（日本）」は，各シンポジウ

ムの機会を利用して，意見の調整を行ってきた。また，

調整班だけの集会としては，夏休みに開催し，そこで特

定領域全体の中でのB０２班の特徴と，できる可能性のあ

る範囲について，徹底的に討議した。

これまでの討議から，各人が自分の研究に鋭意工夫を

凝らし，成果を上げてゆくこと以外に，この班が特定領

域の中でどのような位置にあるのか，どのようなことを

行う可能性があるのかについてまとめた。この班では，

文学も語学も歴史もあり，全体としての統一をとること

は大変難しいことであることは，共通の理解となってい

るが，班としてまとまった成果を作る方向に向けて努力

することも了承された。討議の結果，「中世における外

国文化の受容」を中心として成果をまとめることは可能

であること，また「古代における文の受容」という方向

も可能であろうということが分かった。

来年度，研究成果が出始める頃には，各人の研究成果

は成果として発表してもらうと同時に，班全体との調整

を行うことに決した。

調整班研究B03「近代社会と古典」

調整班代表 中川 久定

本調整班では，研究分担者それぞれの専門とする分野

において，近現代社会への古典の継承がどのように行わ

れているかを次のような形で検討してきた。

ヨーロッパ中世――アリストテレス哲学が，中世ヨー

ロッパで，権威として受け入れられたのはいかなる理由

によるかを検討中である。 （中川純男）

中世イラン――英雄叙事詩『シャーナーメ』の写本調

査を実施し，英国図書館より挿絵の含まれた良質写本１４

点のマイクロフィルムをとり寄せ，その読解を進めてい

る。 （羽田 正）

中世ドイツ――ルターによる聖書のドイツ語訳を中心

に研究を進めている。ルター自身の書き込みによる校訂

作業のうち，引用の出典確認と参照された諸版（古印刷

本）の確定作業を進めた。同時に，当分野の研究状況の

把握にも努めている。 （松浦 純）

ルネサンス期フランス――ルネサンス期の大学学芸学

部におけるアリストテレスの『オルガノン』講義を当面

の対象として，スコラ学からの変容の過程を明らかにし

た。 （月村辰雄）

18世紀フランス――『百科全書』本巻（１７５１―１７６５年）

の項目を手掛かりにして，ギリシャ・ラテンの古典に対

するヨーロッパ知識人の意識の変容を検討した。古典

（中・高等学校の生徒に対して教えるに値する，と判断さ

れたギリシャ・ラテン作家の著作）は，１７世紀以来，文体

の卓越性によって権威をもつテクストとして扱われてき

た。だが１８世紀半ばになると知識人は，古典テクストを，

テクストそのものとして重視する立場（古典文献学者）

と，自らの問題意識のために利用する立場（批評家）とに

分化してくる。その過程を明らかにした。 （中川久定）

調整班研究6




